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 好配当日本株式 オープン 
愛称:好配当ニッポン 

運用報告書(全体版) 
 

第64期（決算日2021年７月12日） 第65期（決算日2021年10月11日） 
 

作成対象期間（2021年４月13日～2021年10月11日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2005年６月24日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトー
タル・リターンの追求を目指します。 
株式への投資にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、企業の業績変化などのファンダメンタルズ、株価の割
安性（バリュエーション）等の観点から銘柄評価を総合的に行ない、投資銘柄を選別します。 

主な投資対象 

好配当日本株式 
オープン 

好配当日本株式 マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
なお、株式等に直接投資する場合があります。 

好配当日本株式 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

好配当日本株式 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

好配当日本株式 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合は信託財産の純資産総額の10％以内とし
ます。 

分 配 方 針 

年４回の毎決算時に原則として分配を行ないます。毎年４月および10月の決算時には、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行
ないます。 
毎年１月および７月の決算時には、配当等収益等を中心とした安定分配は行ないませんが、基準価額水準等を勘案した分配を行ないま
す。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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好配当日本株式 オープン

○ 近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参  考  指  数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
(ＴＯＰＩＸ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

56期(2019年７月10日) 10,838 100 △ 3.1 1,571.32 △ 2.3 97.5 － 5,197 

57期(2019年10月10日) 11,059 70 2.7 1,581.42 0.6 97.2 － 5,200 

58期(2020年１月10日) 11,963 200 10.0 1,735.16 9.7 96.8 － 5,482 

59期(2020年４月10日) 9,447 70 △20.4 1,430.04 △17.6 96.3 － 4,274 

60期(2020年７月10日) 9,871 30 4.8 1,535.20 7.4 97.8 － 4,452 

61期(2020年10月12日) 10,550 70 7.6 1,643.35 7.0 97.2 － 4,696 

62期(2021年１月12日) 11,772 100 12.5 1,857.94 13.1 97.5 － 5,018 

63期(2021年４月12日) 12,832 70 9.6 1,954.59 5.2 97.3 － 5,145 

64期(2021年７月12日) 12,676 250 0.7 1,953.33 △ 0.1 97.4 － 5,058 

65期(2021年10月11日) 12,965 70 2.8 1,996.58 2.2 96.9 － 5,197 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
(ＴＯＰＩＸ) 

騰 落 率 

第64期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年４月12日 12,832 － 1,954.59 － 97.3 － 

４月末 12,561 △2.1 1,898.24 △2.9 97.3 － 

５月末 12,791 △0.3 1,922.98 △1.6 97.5 － 

６月末 12,900 0.5 1,943.57 △0.6 97.3 － 

(期  末)       

2021年７月12日 12,926 0.7 1,953.33 △0.1 97.4 － 

第65期 

(期  首)       

2021年７月12日 12,676 － 1,953.33 － 97.4 － 

７月末 12,361 △2.5 1,901.08 △2.7 97.2 － 

８月末 12,575 △0.8 1,960.70 0.4 97.1 － 

９月末 13,135 3.6 2,030.16 3.9 97.3 － 

(期  末)       

2021年10月11日 13,035 2.8 1,996.58 2.2 96.9 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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好配当日本株式 オープン

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年４月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2021年４月12日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、第64期期首12,832円から第65期期末12,965円（分配後）となりました。なお、

第64期に250円、第65期に70円の分配金をお支払いしましたので、分配金を考慮すると453円の

値上がりとなりました。 

 

第64期 

（下落） 東京など４都府県での緊急事態宣言発令により経済の落ち込みへの懸念が強まった

こと 

（上昇） 国内において新型コロナウイルスワクチン接種が進展するとの見通しが広がったこと 

（下落） 米ISM景況指数が製造業、非製造業ともに市場予想に届かず景気回復が鈍化するとの

見方が広がったこと 
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第65期 

（下落） 新型コロナウイルスの国内新規感染者数が過去 高となったこと 

（上昇） 菅首相の退陣発表を受けて国内政治の先行きへの期待感が高まったこと 

（下落） FRB（米連邦準備制度理事会）による資産買入れ縮小の年内着手と2022年内の利上げ

開始の示唆を受けて米長期金利が上昇したこと 

 

○投資環境 

当作成期首から４月下旬にかけては、東京など４都府県での緊急事態宣言発令が確実となっ

たことで、国内を中心に経済の落ち込みへの懸念が強まり国内株式市場は下落しました。 

５月に入ると、大型連休中における米国など海外の株高や世界的な景気回復期待の高まりを

受けて上昇に転じました。その後は、米国のCPI（消費者物価指数）上昇率の大幅な伸びなど

を受けて量的金融緩和の縮小が早まるとの見方が強まったことで米国長期金利が上昇し米国

株安となり、国内株式市場も一時的に大きく下落しました。 

５月下旬から６月上旬にかけては、米国長期金利の水準が落ち着いたことや、海外に加えて

国内でも新型コロナウイルスワクチン接種が進展するとの見通しが広がったことなどで反発

しました。その後は、FOMC（米連邦公開市場委員会）にて利上げ見通しが2023年に前倒しさ

れたことや、FRB高官が2022年内の早期利上げの可能性に言及したことから急落する場面も見

られましたが、パウエルFRB議長の「大幅な物価上昇は継続しない」旨の発言などにより下落

は一時的な反応となりました。 

６月下旬から７月中旬にかけては、新型コロナウイルス新規感染者数の増加により東京都で

４回目の緊急事態宣言が発令される見通しとなったことや、６月の米ISM景況指数が製造業、

非製造業ともに市場予想に届かず景気回復が鈍化するとの見方が広がったことなどから国内

株式市場は下落しました。月末にかけても、中国当局によるインターネット企業への統制強化

を受けて国内の関連銘柄が大きく下落するなど軟調な動きとなりました。 

８月に入ると、国内企業の2021年４-６月期決算において事前予想を上回る結果が相次いだ

ことなどから反発しました。中旬にかけては、新型コロナウイルスの国内新規感染者数が過去

高となったことやFOMC議事要旨にて年内の量的金融緩和の縮小が示唆されたことなどか

ら下落しました。国内の 大手自動車メーカーが半導体不足などを理由に大幅減産を発表した

ことも相場の重荷となりました。 

８月下旬から９月中旬にかけては、自民党総裁選などが具体化し国内政治の先行きへの期待

感が高まったことや新型コロナウイルス新規感染者数が減少に転じたことなどを受けて大き

く上昇しました。日本株が世界株と比べて出遅れていたことで海外投資家からと思われる資金

流入もみられ、日経平均株価は３万円台を回復し約31年ぶりの高値を付けました。 

９月下旬から期末にかけては、中国大手不動産企業の債務問題や経済指標の悪化により中国

景気が悪化するとの懸念が広がったことや、FRBによる資産買入れ縮小の年内着手と2022年内

の利上げ開始の示唆を受けて米長期金利が上昇したことなどを受け下落しました。 
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好配当日本株式 オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

［好配当日本株式 オープン］ 

主要投資対象である［好配当日本株式 マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ、実質

的な株式組入比率は第64期期末97.4％、第65期期末96.9％としました。 

 

［好配当日本株式 マザーファンド］ 

・株式組入比率 

資金変動時を除いて株式組入比率は高位を維持し、第65期期末97.1％としました。 

 

・当作成期中の主な動き 

配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトータ

ル・リターンの追求を目指し、ポートフォリオの見直しと入れ替えを行ないました。銘柄の選

定にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、

企業の業績などのファンダメンタルズ（基礎的諸条件）、株価の割安性などに関する評価・分

析により、投資銘柄を選別しました。ポートフォリオ構築にあたっては、個別銘柄の流動性な

どを勘案しながら銘柄分散を図るとともに、特定の業種に対する投資比率を過度に集中させな

いよう業種分散に一定の配慮を行ないました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による、以下同じ）と銘柄＞ 

①食料品 

ニチレイ、キユーピーを買い付け 

②その他製品 

バンダイナムコホールディングス、大日本印刷を買い付け 

③輸送用機器 

スズキ、いすゞ自動車を買い付け 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①情報・通信業 

ソフトバンク、大塚商会を売却 

②電気機器 

三菱電機、JVCケンウッドを売却 

③小売業 

セブン＆アイ・ホールディングス、丸井グループを売却 
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＜業種構成の特徴＞ 

①予想配当利回りが市場平均を上回る卸売業、化学、銀行業などの業種をオーバーウェイト

（市場平均以上の投資割合） 

②予想配当利回りが市場平均を下回る電気機器、サービス業、小売業などの業種をアンダー

ウェイト（市場平均以下の投資割合） 

 

当作成期末の株式ポートフォリオの予想配当利回り（'21年度予想基準）は約2.8％としてお

り、市場平均より高く保っています。 

（株式ポートフォリオの予想配当利回りは、一株当たりの予想配当金額を基に弊社が計算。

なお、税金を考慮していません。） 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

第64期 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が－0.1％となったのに対して、基準価

額は＋0.7％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かっ

た輸送用機器への投資比率を高くしていた

こと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが悪かっ

た機械への投資比率を低くしていたこと 

③保有比率が高かった日立製作所、三井物産な

どが値上がりしたこと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かった精密機器への投資比率を低くしていたこと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが悪かったガラス・土石製品への投資比率を高くしていた

こと 

③保有比率が高かった三菱電機、伊藤忠商事などが市場平均より値下がりしたこと 
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第65期 

参考指数の騰落率が＋2.2％となったのに対して、基準価額は＋2.8％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かった保険業、銀行業への投資比率を高くしていた

こと 

②保有比率が高かったオリックス、AGCなどが市場平均より値上がりしたこと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かったサービス業、海運業への投資比率を低くしてい

たこと 

②保有比率が高かったピジョン、西日本旅客鉄道などが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金については、第64期は１万口当たり250円、第65期は１万口当たり70円とさせ

ていただきました。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第64期 第65期 

2021年４月13日～ 
2021年７月12日 

2021年７月13日～ 
2021年10月11日 

当期分配金 250  70  

(対基準価額比率) 1.934％ 0.537％ 

 当期の収益 －  70  

 当期の収益以外 250  －  

翌期繰越分配対象額 5,197  5,273  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［好配当日本株式 マザーファンド］ 

・投資方針 

（１） 株式の組入比率については、ファンドの資金動向に配慮しつつ高位を維持する方針です。 

（２） 銘柄選択にあたっては、株主に対する直接的な利益還元手段である配当に着目し、予想

配当に基づく配当利回りが東証一部の市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や

将来の成長性なども考慮して組み入れを行ないます。 

（３） 個別銘柄の投資比率の決定においては、予想配当利回り水準のほか、企業業績の動向、

企業の保有する金融資産や負債、キャッシュフローの水準などに基づくバリュエーショ

ンなどを考慮します。 

（４） また、特定の業種に過度に集中投資をせず、中小型の銘柄も含めて幅広く分散投資を行

ない、中長期的に安定したインカムゲイン（配当収入）とキャピタルゲイン（値上り益）

の獲得を目指します。 

（５） 国内では緊急事態宣言が全面的に解除され、経済活動の正常化に伴う景気回復への期待

が高まっていると考えられます。このような環境下、株主還元を重視する企業の中には

業績回復による増配を期待できる銘柄が散見されます。こうした企業の中から、安定的

な配当収益と中長期的な値上がり益が期待できる銘柄を発掘して投資していく方針です。 

 

［好配当日本株式 オープン］ 

主要投資対象である［好配当日本株式 マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、配当

収入に基づく安定的な分配と基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年４月13日～2021年10月11日) 

項 目 
第64期～第65期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 77  0.603  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (35)  (0.274)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (35)  (0.274)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.017   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.017)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 79   0.622    

作成期間の平均基準価額は、12,720円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年４月13日～2021年10月11日) 

 

銘 柄 
第64期～第65期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
好配当日本株式 マザーファンド 56,201 168,000 110,930 328,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年４月13日～2021年10月11日) 

 

項 目 
第64期～第65期 

好配当日本株式 マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,203,733千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 4,936,578千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.24   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年４月13日～2021年10月11日) 

 

＜好配当日本株式 オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜好配当日本株式 マザーファンド＞ 

区       分 

第64期～第65期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 547 102 18.6 656 98 14.9 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 第64期～第65期 
売買委託手数料総額（A） 886千円 
うち利害関係人への支払額（B） 162千円 

（B）／（A） 18.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2021年10月11日現在) 

 

銘 柄 
第63期末 第65期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

好配当日本株式 マザーファンド 1,751,938 1,697,210 5,187,693 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年10月11日現在) 

項 目 
第65期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

好配当日本株式 マザーファンド 5,187,693 99.0 

コール・ローン等、その他 54,271 1.0 

投資信託財産総額 5,241,964 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第64期末 第65期末 

2021年７月12日現在 2021年10月11日現在 

  円 円 

(A) 資産 5,181,278,482   5,241,964,597   

 コール・ローン等 129,093,411   53,871,381   

 好配当日本株式 マザーファンド(評価額) 5,051,485,071   5,187,693,216   

 未収入金 700,000   400,000   

(B) 負債 122,736,728   44,029,159   

 未払収益分配金 99,766,703   28,064,925   

 未払解約金 7,488,266   554,730   

 未払信託報酬 15,439,599   15,367,599   

 未払利息 88   20   

 その他未払費用 42,072   41,885   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,058,541,754   5,197,935,438   

 元本 3,990,668,133   4,009,275,086   

 次期繰越損益金 1,067,873,621   1,188,660,352   

(D) 受益権総口数 3,990,668,133口 4,009,275,086口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,676円 12,965円 
 

（注）第64期首元本額は4,010,161,321円、第64～65期中追加設定元本額は214,983,303円、第64～65期中一部解約元本額は215,869,538円、１口

当たり純資産額は、第64期1.2676円、第65期1.2965円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第64期 第65期 

2021年４月13日～ 
2021年７月12日 

2021年７月13日～ 
2021年10月11日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        1,311   △        1,499   

 支払利息 △        1,311   △        1,499   

(B) 有価証券売買損益 52,102,131   155,667,502   

 売買益 53,886,096   161,778,834   

 売買損 △    1,783,965   △    6,111,332   

(C) 信託報酬等 △   15,481,671   △   15,409,484   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 36,619,149   140,256,519   

(E) 前期繰越損益金 879,602,897   790,378,237   

(F) 追加信託差損益金 251,418,278   286,090,521   

 (配当等相当額) (  1,163,139,968)  (  1,202,479,093)  

 (売買損益相当額) (△  911,721,690)  (△  916,388,572)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,167,640,324   1,216,725,277   

(H) 収益分配金 △   99,766,703   △   28,064,925   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,067,873,621   1,188,660,352   

 追加信託差損益金 251,418,278   286,090,521   

 (配当等相当額) (  1,163,219,733)  (  1,203,745,838)  

 (売買損益相当額) (△  911,801,455)  (△  917,655,317)  

 分配準備積立金 910,921,792   910,555,984   

 繰越損益金 △   94,466,449   △    7,986,153   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2021年４月13日～2021年10月11日）は以下の通りです。 

項 目 
第64期 第65期 

2021年４月13日～ 
2021年７月12日 

2021年７月13日～ 
2021年10月11日 

a. 配当等収益(経費控除後) 7,269,390円 56,843,730円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,163,219,733円 1,203,745,838円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,003,419,105円 881,777,179円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,173,908,228円 2,142,366,747円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,447円 5,343円 

g. 分配金 99,766,703円 28,064,925円 

h. 分配金(１万口当たり) 250円 70円 
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○分配金のお知らせ  

 第64期 第65期 

１万口当たり分配金（税込み） 250円 70円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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